
■建物築年数 

築年数 30 年以上（及び不明）の建物が約 2/3 以上を占める地区が大部分であり、ぶらくり丁

全体として建物更新が停滞していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物木造比率 

ぶらくり丁全体として、木造建物比率（棟数）が 40～60％を占める地区（町丁目）が多くな

っている。 
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（５）南海和歌山市駅前地区 

■主要施設立地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○交通機能 

和歌山市駅（南海・ＪＲ）は 21,052 人/日であり、平成 7 年から 43％減と駅利用者が減少し

ている。駅西側には路線バス専用のロータリーが整備されており、路線バスのターミナルとし

て機能している。また、駅東側にはタクシーのロータリーが整備されており、バスとタクシー

の動線が整理されている。 

しかし、駅の乗降客数の大幅な減少に加え、一般車や自転車、バス、タクシー等の乗り換え

の容易性（バリアフリー化も含め）が不足していることから、交通結節点機能の向上が課題と

してあげられる。 

 

○施設立地概況 

駅舎（駅ビル）は老朽化しており、バリアフリーへの対応等が求められる。 

駅ビルには高島屋や銀行等が入っているものの、建物の老朽化や空き床等の課題がみられる。

また、駅前に立地するビルに関しても同様の課題を抱えているため、駅の拠点性が希薄化して

いる。 

 

 

  

建物の老朽化・建物更新の停滞 

交通結節点機能の衰退 

駅前の商業衰退 

和歌山市駅周辺地区 
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■人口構成・人口密度 

駅前地区の南西部では、生産年齢人口の割合及び人口密度が高くなっている。一方、北東部

では少子高齢化が著しく進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物用途 

現況の建物用途は、駅前地区及び駅前通り沿いにて商業が 5 割を超えており、その他の地域

では住宅が主となっている。 
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■建物築年数 

築年数 30 年以上（及び不明）の建物が約 2/3 以上を占める地区が多く残存しており、特に和

歌山市駅前の東部に集中している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■建物木造比率 

駅前地区では木造建物比率（棟数）が 40～60％を占める地区（町丁目）が多くなっている。 
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                 ４．土地利用計画方針 
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４．土地利用計画方針                                                  

 

４－１．全体方針                                    

（１）理念 

21 世紀に入り社会情勢が大きく変化するなかで、地球温暖化や少子高齢化等の新たな社会的

課題への対応が求められている。そうしたなか、低炭素まちづくりやコンパクトシティの重要

性が増してきており、中心市街地を活性化・再生していくことが喫緊の課題である。 

まちづくり・まちなかの活性化については、このような現代の社会的なニーズに対応した、

従来の延長線にない新たな視点からの対応が求められる。また、自治体の財政状況が厳しいな

か、和歌山市においても民間の知恵と力と資金を活用するなど、既存の制度・仕組みに囚われ

ない取り組みが求められる。さらに、グローバル化社会や都市間競争が進むなかで、和歌山の

アイデンティティを再発見・再認識し、その個性を十分に活かしたまちづくりが重要となる。 

こうした社会的な背景を踏まえ、まちなか再生の理念を以下のように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①市民による郷土愛に溢れたまちなか再生 

 まちは人が活動（住む、働く、楽しむ等）する場であり、その活動の主役は市民である。従

来型の『官』主導のまちづくりではなく、市民がまちづくりに参画できるきっかけや持続可能

なシステムを構築し、市民をはじめとする『民』が主役となってまちづくりを進めることが重

要である。まちなかに関わる多種多様な立場の人がまちづくりに参画し、多彩な活動が活発に

行われることによって、郷土愛に溢れたまちなかの再生を図る。 

 行政（官）は、市民がまちづくりを行うために必要な助成等の支援や官民連携のまちづくり

体制の構築、官だけでは行えなかった様々な取り組みの検討・実施等により、市民主体のまち

づくりをサポートする。一方で、官の財政状況を踏まえれば、民間資本を活用してまちづくり

を進めていくことも重要であり、市場を誘発するプロジェクト、政策、支援の実施や新しいま

ちづくり財源を創出することによって、民の力によるまちづくりの活発化を支援する。 

 

②風土・地域性を活かした和歌山ならではのまちなか再生 

 まちなかの賑わい・活力を再生するためには、まちなかの定住人口を増加させることが必要

不可欠である。その上で、和歌山市固有の歴史・文化・環境等の地域資源の活用や地域の暮ら

しを支える都市的な機能の再編・強化・集積を図るとともに、多世代により構成される豊かな

地域コミュニティづくりを行う。 

これにより、オンリーワンの和歌山版コンパクトシティの構築を図るとともに、豊かで新し

い和歌山のライフスタイルの実現を図り、まちなかの再生を目指す。  

②風土・地域性を活かした和歌山ならではのまちなか再生 

 ①市民による郷土愛に溢れたまちなか再生 

理念 

 まちなか暮らし・オンリーワンの魅力向上 
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